
令和 5年度 事業報告 

自：令和 5年 4月  1日 

至：令和  6年 3月 31日 

 

1：事業活動の概要 

 

＊6月台風＆線状降水帯による大雨にて停電および A棟ショップ部分と B棟海女浸水 

 対策：池の排水溝設置工事、駐車場付近側溝の清掃、トイの清掃などおこなう 

＊6月麻生の浦大橋の補修工事による通行規制（土日のみ通行可能） 

 

1. 資料の受入れ 

本年度は、イソオケ・イソノミ（鳥羽市国崎）、カギノミ・アバリ（鳥羽市菅島）、

菅島灯台 150周年記念品、ウナギカキ（伊勢市朝熊）、船灯（南伊勢町阿曽）な

ど計 102点の資料を受け入れ、総実物資料数は、63,175点となった。また図書資

料は、84冊受入れ 21,926点となった。 

 

 

 2. 特別展・企画展の開催 

     特別展示室 

① 特別展「鳥羽の漁村小浜～漁師の知恵、漁具の工夫、魚介の供養」 

      会期：2023年 4月 21日～6月 25日（来館者 4,639人） 

② 特別展「三重のさかな 伊勢エビ」 

      会期：2023年 7月 15日～2023年 11月 23日（来館者 11,021人） 

③ 伊勢市×鳥羽市立海の博物館共催特別展 

「カツオ一本釣り漁船にエンジンがついた～はじまりは伊勢・市川造船所」 

 会期：2023年 12月 9日～2023年 3月 31日（来館者 8,466人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

鳥羽の漁村小浜展 

ポスター 

伊勢エビ展 

ポスター＆リーフレット 
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カツオ一本釣り漁船に 

エンジンがついたリーフレット 



 3. ギャラリー展示 

① 企画展「海女がつなぐ 13人の ART」 

 会期：2023年 4月 8日～2023年 6月 25日 

② 企画展「菅島灯台建立 150周年記念展」 

      会期：2023年 7月 8日～2023年 8月 31日 

③ 企画展しまたね×おおたはるか「鳥羽の植物～山と港、海と島」 

 会期：2023年 9月 3日～2024年 1月 3日 

④ 鳥羽ストーリーズ・アートプロジェクト「海女と工芸」展 

 会期：2024年 1月 6日～2024年 3月 24日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  特別企画展 

     伊勢工業高等学校建築科 全国建築設計コンペ作品展「故郷の海」 

      会期：2023年 4月 8日～2023年 6月 25日 

 

4. 事業の実施 

   体験学習等 

   ・鳥羽市内全校の 5年生を対象に行う海の環境学習、海女の郷土学習を実施した。 

   ・鳥羽磯部漁協浦村支所とおこなう藻場再生事業を実施した。 

   ・体験学習室における貝殻や海藻を使って作るクラフト体験は、長期休暇、土日

祝日に実施した。 

   ・特別体験として、春から夏にかけて干潮時に磯や干潟でおこなう生きもの観察、

ヒジキやワカメを刈り取る体験、冬は海苔すき体験やカキむき体験など実体験

事業を実施した。 

   ・企画展や特別展の附属事業として、専門講師によるワークショップを多数実施

した。 

  

5. SOS 海を守る運動 

 ・機関誌「海と人間＆SOS」41号～44号を刊行 
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海女 13人の ART展 DM 鳥羽の植物リーフレット  海女と工芸リーフレット 



6. その他の活動 

  ・三重大学海女研究センターと連携し、海女ガイド事業（鳥羽志摩編）5回と 

鳥羽市相差町にてアーカイブ写真展を実施した。 

    ・鳥羽市の委託事業「海女ガイド事業」「展示パネル改修」を実施。 

  ・学芸員実習やインターンシップの受け入れを行った。 

・その他のイベント、カツオやタイ釣り体験、「海の七草粥ふるまい」を実施した。 

   

指定管理外の事業 

 ・海女振興協議会による委託事業「海女もんの普及活動」や海女サミットへの参加。 

 

2：営業活動の成績 

 1. 海の博物館事業収支 

  ・入館者は、コロナ禍学校団体を多数取り込んでいたが、ほぼ県外への修学旅行に

戻り、コロナ前の数値に戻った。その分団体旅行やインバウンドが増え入館料収

入は大きく減額にはならなかった。収益事業では、今年度もショップの商品が

SNSで話題となり、オンラインショップでの売上を伸ばすことができた。また

クレジット決済を導入したことも売上を伸ばすきっかけとなった。 

  ・入館者数は 26,551（うち有料 23,910）人で、前年度より 2,635人減少した。 

 ・入館料収入は 1,560万円で、前年度より 40万円の減額であった。 

   

R5年度学校団体 44校 2326名（R4年度学校団体 108校 5,117名） 

 

 

 

 

 

                    ＊鳥羽の小学校および大学は含まれていません。  

 

2. 事業の収支 

                                  単位：万円 

部 門 R5年度 R4年度 R3年度  

1. 売店売上 884 750 488  

2. 喫茶売上 391 357 256  

3. 体験売上 263 388 479  

合 計  1,538  1,495 1,223  

 4. 事業原価★人件費・経費を含む 

 1,498 1,298 1,034  

 売上と原価との差額 

 

 

40 197 189  

＊体験は博物館事業で、

収益事業ではない 
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■年間（学校団体）
年度
春 23校 1942名 27校 2210名 20校 1546名 0校 0名 15校 755名 29校 1878名 13校 970名
秋 25校 1632名 21校 1417名 18校 1212名 165校 8806名 169校 8532名 74校 3136名 31校 1356名

合計 48校 3574名 48校 3627名 38校 2758名 165校 8806名 184校 9287名 103校 5014名 44校 2326名

R4R3R2R1H30H29 R5



3：R5の総事業の収支 

   今期の総事業収入は 4,673万円（前期より 239万円増）であった。 

    ・博物館入館料、事業収入以外では、助成金・委託事業の 316万円と 

     指定管理料 1,105万円 

   今期の総事業支出は 4,732万  

    ・事業費（給与、展示費、光熱費など）   4,592万円 

     事業外費用（退職給与引当金） 140万円 

     したがって収支は、59万円のマイナスとなった。 

     また、事業外費用を除いた収支は 81万円のプラスであった。 

 

4：総括 

 今年度は、学校団体を大幅に減らす結果となったが、事業においては伊勢市や県内外

の大学や高校と共催で企画展を実施したり、水産研究所など外部団体との連携を図りな

がら多様な事業を実施することができた。ただ照明機器、大雨対策などの小規模な工事

が重なり、支出の多くを修繕に費やすこととなった。事業を広く実施しながら、ほかの

支出を抑えることで、大きなマイナスを出すことなく事業を終えることができた。 
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特別展「伊勢エビ」 特別展「カツオ一本釣り漁船にエンジンがついた」 企画展「海女と工芸」 

カツオ節削り体験         磯の生きもの観察会          伊勢エビ料理教室 

海苔すき体験          海女さんガイド事業       新商品 大漁旗まる Tシャツ 


